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こんにちは。
RCFメルマガ担当荻布です。

RCFでは、10月末〜11月頭にかけて、釜石での新たな取組みの結実を２つ、
リリースさせていただきました。今回はそのお知らせから参ります。

では今月のメルマガをどうぞ！
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1.釜石市にて高校生のキャリア構築支援事業を実施します！
2.三陸の海の幸をギュッと包んだ 海鮮中華まんじゅう「釜石海まん」販売開始！
3.《11/18(木):要申込》日本財団「WORK FOR 東北」説明会
4.《11/20(金):入場自由》明日香村トーク@銀座三越！シティマネージャーが紹介
  する 奈良県明日香村
5.「いわて三陸　復興のかけ橋」からのお知らせ
6.メディア掲載履歴・出演情報
7. 藤沢烈ブログから
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1.釜石市にて高校生のキャリア構築支援事業を実施します
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RCFはこれまで岩手県釜石市およびUBSグループと連携し、コミュニティ支援に
取り組んでまいりました。平成26年6月には、三者で「復興のまちづくりに向け
た共同宣言」も締結しています。

このたび、この共同宣言に基づき、釜石市にて高校生のキャリア構築支援事業を
推進します。県外企業や域内企業、ＮＰＯなどと連携して、市内の高校生に対し、
自身のキャリア意識や郷土愛、起業家精神を醸成する教育プログラムを実施し、
主体的に学ぶ意識やキャリア選択の満足度、学力の向上を目指すとともに、
釜石市の将来を担う人材育成を図ります。

今年度は、今月11/21（土）および年明け1/30（土）に岩手県立釜石高等学校に
て実施します。詳細は以下をご参照ください。

□■詳細
《プレスリリース》http://goo.gl/YzxqnT
《別添資料》　　　http://goo.gl/vvFtCU


◇◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
2.三陸の海の幸をギュッと包んだ 海鮮中華まんじゅう「釜石海まん」販売開始！
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岩手県釜石市の新たな地域ブランド商品「釜石海まん」が販売開始の運びとなり、
11月2日（月）、東京・原宿にて発表会を行いました。
発表会には小泉進次郎議員も駆けつけ、試食してくださいました！
→ https://www.facebook.com/shinjiro.koizumi/posts/956373247767174

このプロジェクトは釜石市内の異なる事業者どうしが「釜石六次化研究会」を
2014年に結成し、「復興応援　キリン絆プロジェクト」の支援を受けて、
釜石発の高付加価値商品を生み出すために、三陸の豊かな海産物を活用した
海鮮中華まんを第一弾として開発し、これまで研鑽を続けてきたものです。
RCFは釜石六次化研究会と「復興応援　キリン絆プロジェクト」の間に立ち、
本件の推進をサポートしてまいりました。

今後、釜石市内の道の駅や物産展、連携各社のサイト等にて販売予定です。
最新情報は今後 http://kamaroq.com　にてお知らせされますので、
ぜひチェックしてみてください（*＾＾*）

□■参考：これまでの経緯については下記もご参照ください。
●「復興応援 キリン絆プロジェクト」、「釜石六次化研究会」（岩手県釜石市）
に支援金を助成
http://www.kirin.co.jp/company/news/2014/1001_02.html

●釜石贈呈式レポート　業種を超えた連携で地域発の食ブランドを目指す
http://kizuna-nipponfoundation.info/2014/10/post-41.html

●釜石「海まん」開発へ　異業種５社タッグ
http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201410/20141002_35008.html
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3.《11/18(木):要申込》日本財団「WORK FOR 東北」説明会
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先日の号外でもお知らせしましたが、
今年度2回目の「WORK FOR 東北」説明会を11月18日（水）に開催します！

今回の説明会は、
「復興、そして、その先へ　～キャリアを生かして未来をつくる仕事を～」と
題して、主に社会人経験を積まれたのち、復興に関わる仕事への転職をお考えの
みなさまへ向けた内容となっています。

当日は、パネルディスカッションと、被災地募集団体によるプレゼンテーション
＆個別ブース相談会を行います。

パネルディスカッションでは、
これまで3年間、岩手県釜石市でのコミュニティ支援に携わる弊団体マネージャ
ーの山口里美と、60代の10年間を社会への恩返しに使いたい」と、「WORK FO
R 東北」を通じて石巻市6次産業化・地産地消推進センターの事務局長に着任さ
れた村上忠範さんの2名が復興の現場での経験について、生の声をお届けします。

ご興味ある方はぜひご参加ください。

□■日時
11月18日(水) 19:00～21:00  (受付開始18:30)
□■会場
日本財団ビル 1階バウルーム (東京都港区赤坂1-2-2)
http://www.nippon-foundation.or.jp/about/access/

□■イベントの詳細および当日の出展団体情報、お申込みはこちらからどうぞ。
http://www.work-for-tohoku.org/event/20151118/
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4.《11/20(金):入場自由》明日香村トーク@銀座三越！
　シティマネージャーが紹介する 奈良県明日香村
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11/20（金）、銀座三越9階で復興支援セミナー「シティマネージャーが紹介する
奈良県明日香村」が開催され、弊団体シニアマネージャー山本が登壇します。

「日本のはじまりの地」奈良県明日香村の新しい姿について、魅力的な若手ゲス
トを現地より迎え、90分間語り尽くします！　
明日香村や地方創生に関心のある皆さんの参加をお待ちしています。


□■登壇者　赤司研介、樽井一樹　（進行）山本慎一郎
□■日時　　11月20日(金) 18:00-19:30
□■主催　　フジテレビpresents「素敵なスマートライフ」
　　　　　（http://www.suteki-smartlife.jp/UserPage/Detail/200）
□■会場　　銀座三越９Ｆイベントコーナー（地下鉄「銀座駅」直結）
□■費用　　無料（入場自由）

【山本からひとこと】
今年４月から、私（山本）は、奈良県明日香村に、地方創生担当の政策監（非常
勤）として週２日通うようになりました。そこで、懸命に守られてきた素晴らし
い風景、かつて日本の都であった歴史、なにより魅力的な村の人々に出会い、途
方もない可能性を感じています。近い将来、最先端の地域として再びクローズ
アップされることは、間違いなさそうです☆

【こんな方におススメ】
・奈良県や明日香村に興味のある（行ってみたい）人
・地方創生に関心のある人
・新しいライフスタイルに興味津々の人　　　　　ほか

ぜひお気軽にお立ち寄りください。

★Facebookイベントページはこちら
　https://www.facebook.com/events/621656994604082/

★第5回・第6回も日程が決まっていますので、ぜひご予定ください！
・第5回：12/25（金）18:00-19:30「（仮）地域コミュニティを創るという仕事」
　　　　（担当：高橋）
・第6回：1/22（金）18:00-19:30「（仮）新しい働き方の創造」
　　　　（担当：岡本）
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5.「いわて三陸　復興のかけ橋」からのお知らせ
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「いわて三陸復興のかけ橋プロジェクト」（※）の復興支援ポータルサイト
 「いわて三陸　復興のかけ橋」では、三陸各地の復興に関する情報を発信
 しており、岩手沿岸の復興状況や、企業による復興支援・岩手をフィールド
 とした取組などを紹介しています。ぜひご覧ください。

□■Pick Up！
▽全国からわかめのレシピを大募集！「第2回W-1グランプリ」開催のご案内

11/25まで。グランプリには、肉厚な食感と歯ざわりが魅力の広田湾産わかめ
1年分が贈られます。
http://iwate-fukkou.net/topics/detail.php?id=1024

▽【企業がつなぐチカラ［14］】即戦力ボランティアとして地域貢献するために　
      被災から復興へ向かう「現場」に学ぶ

愛知県刈谷市に本社のある総合自動車部品メーカー、アイシン精機は、地域支援
の「即戦力」として災害時に活動できる人材を育てようと、被災地に学ぶボラン
ティア養成講座を社員向けに実施しています。
http://iwate-fukkou.net/topics/detail.php?id=1011

▽【企業がつなぐチカラ［15］】久慈の山ぶどうの可能性を広げる「きっかけ」
      作り　食と地域を豊かにするフードアルチザン活動

イオングループが地域の伝統文化や食材を応援する活動、フードアルチザン活動。
今回は、久慈の山ぶどうにスポットを当てました。
http://iwate-fukkou.net/topics/detail.php?id=1044

▽仮設deほっこりニコニコなのだ♪「ほっこり・ふれあい食事プロジェクト」開催

被災地域の応急仮設住宅団地に住む方々（特に高齢者）と地元の保育所を結ぶ取組
「ほっこり・ふれあい食事プロジェクト」が、野田村で行われました。
http://iwate-fukkou.net/topics/detail.php?id=1048

※産学官のネットワーク組織「いわて未来づくり機構」を母体とし、
 復興支援マッチングを推進するプロジェクト。
 このプロジェクトでは、県内外からの中長期的視野に立った効果的な復興
 支援活動を促進するため、今年度RCFが業務を受託し、産業・コミュニティ
 再生に寄与するマッチングや、県外の企業・団体等の今後のビジネス展開に
 つながる協働事業等の復興支援誘致活動を行っています。
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6. メディア掲載履歴・出演情報　
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▼新聞掲載情報------------------------

◎環境新聞（10/14）
地方創生と環境経営 第10回 地域とつなぐ「人」ー黒子役に徹し対等な関係構築
（環境新聞）
http://goo.gl/e1jemt
代表・藤沢のインタビュー記事です。

◎朝日新聞（10/28）
（東日本大震災５年へ）町の絆、神楽復活へ　福島・大熊町、第一原発そばの神社
http://digital.asahi.com/articles/DA3S12039884.html?rm=150
RCFが福島県大熊町から委託を受け事業を実施している、大熊町復興支援員事業に関し、
復興支援員の冨岡亜紀が紹介されました。


▼WEB掲載情報------------------------
◎日経BizGate（10/16）
http://bizgate.nikkei.co.jp/article/92834116.html
代表藤沢が9月15日に登壇した、日本経済新聞社の主催によるセミナー『「地域発」で成功する企業のCSV最新事情』。
250名の定員に対し、750名超もの応募があったという当セミナーが、
上記サイトに採録されました。

◎新・公民連携最前線（10/19）
復興から始まる、自治体と企業の新しい関係 
http://www.nikkeibp.co.jp/atcl/tk/15/434148/101800009/
自治体と企業に見られる新しい関係や協働のためのヒント、
およびこれからの社会づくりにおけるNPOや弊団体の役割について代表藤沢がお話しています。
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7.藤沢烈ブログから（先月のアクセス数トップ３）
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RCF復興支援チーム代表理事・藤沢烈が、
ほぼ毎日更新している「藤沢烈BLOG」。
http://retz.seesaa.net/

10月に人気のあった記事TOP３をご紹介します。

▼アクセス1位
リクルートによるソーシャルセクター支援の取り組み。(10月1日)
http://retz.seesaa.net/article/427027441.html

▼アクセス2位
NewsPicksのブロピッカー(地方創生)となりました。(10月6日)
http://retz.seesaa.net/article/427319051.html

▼アクセス3位
NPO向け信用保証制度が10月からスタート。(10月5日)
http://retz.seesaa.net/article/427255060.html


今月のメルマガは以上です。
来月もどうぞよろしくお願いします！
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＜Vision：我々が目指す社会像＞
どんなひとも地域も、価値をつくりあう社会

＜Mission：RCFの役割＞
コーディネートする力を通して、変革の担い手と共に、
ひとをつくり、まちをつくり、産業をつくる

＜Value：そのための行動基準＞
価値にコミットする
チームをつくる
当事者として関わる
矛盾と不確実性に挑む
常に学び続ける
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